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商工費
２億8,550万8,000円
（ 4.1％）【△ 6.4％】

総務費
２億9,802万4,000円
（ 4.3％）【△ 1.3％】

消防費　
３億6,877万6,000円
（ 5.3％）【　18.6％】

農林水産業費
５億1,183万5,000円
（ 7.4％）【△ 0.7％】

教育費
５億2,071万6,000円
（ 7.5％）【△ 1.3％】

衛生費
５億6,045万9,000円
（ 8.1％）【　12.4％】

給与費
８億9,789万円
（13.0％）【　 3.6％】

歳出
69億3,200万円

（グラフ②）

議会費　　7,339万8,000円（1.1％）【　18.2％】
労働費　　  855万9,000円（0.1％）【△ 1.6％】
予備費　　　　   700万円（0.1％）【△ 6.7％】
災害復旧費　　　  １万円（0.0％）【　 0.0％】
諸支出金　　　　  １万円（0.0％）【　 0.0％】

公債費　
10億8,938万9,000円
（15.7％）【△1.7％】

（　）構成比率
【　】前年度対比率

民生費　
13億6,431万4,000円
（19.7％）【1.2％】

未来への投資と経済立て直しを意識した一般会計当初予算

69億3,200万円の内訳
一般会計当初予算額の推移

地方交付税額の推移

　

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
歳
入（
グ
ラ
フ
①
）で
す

が
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、
前
年
度

よ
り
１
千
90
万
２
千
円
減
額
の
８
億
６
千
１

２
４
万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

は
、国
の
税
制
改
正
に
よ
る
効
果
は
あ
る
も
の

の
、３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
固
定
資
産
の
評
価

歳さ

い

入
に
ゅ
う

歳入
69億3,200万円

地方消費税交付金
      8,845万2,000円（ 1.3％）【　 0.2％】

地方譲与税
１億2,680万円     （ 1.8％）【△ 0.8％】

分担金および負担金
１億9,903万1,000円（ 2.9％）【　 6.6％】

使用料および手数料
２億  878万6,000円（ 3.0％）【　 1.0％】

諸収入
２億6,245万円　　 （ 3.8％）【　10.9％】

道支出金
３億6,703万9,000円（ 5.3％）【△ 7.8％】

国庫支出金
４億3,322万4,000円（ 6.3％）【△19.5％】

町債
７億9,547万2,000円（11.5％）【△13.2％】

地方交付税
34億4,000万円

（49.6％）【1.8％】
町税

８億6,124万4,000円
（12.4％）【△1.3％】

繰入金　　　　　　　　6,656万5,000円（1.0%）【   4.4%】
繰越金　　　　　　　　　　 3,000万円（0.4%）【　50.0%】
財産収入　　　　　　　2,294万9,000円（0.3%）【　35.2%】
自動車取得税交付金　　1,844万8,000円（0.3%）【　 0.0%】
地方特例交付金　　　　　　　 630万円（0.1%）【△62.9%】
利子割交付金　　　　　　　　 170万円（0.0%）【△ 1.2%】
交通安全対策特別交付金　155万8,000円（0.0%）【　 0.0%】
ゴルフ場利用税交付金　　153万2,000円（0.0%）【　 0.0%】
配当割交付金　　　　　　　　  27万円（0.0%）【△ 2.2%】
株式等譲渡所得割交付金　　　  11万円（0.0%）【△ 4.3%】
寄附金　　　　　　　　　　　　７万円（0.0%）【　40.0%】

（グラフ①）

（　）構成比率
【　】前年度対比率

　弟子屈町のまちづくりの基本となる平成24年度当初予算が、３月

６日から９日まで開催された３月定例町議会で成立しました。

　平成24年度一般会計の総額は69億3,200万円で、前年度より１億

5,800万円の減額となっています。これは、学校給食センター改築事

業の完了が主な要因です。

　町独自の事業としては、花いっぱい推進事業の継続、新たな畑作・

畜産業などの振興、子育て医療費支援事業、看護師養成事業、雪氷冷

熱利活用施設整備事業、観光事業活性化補助など、さまざまな事業

を予算化しています。

　一般会計と５特別会計、１企業会計を含めた総予算額は95億9,241

万7,000円で、前年度対比1．8％（１億7,221万2,000円）の減額となっ

ています。

土木費　
９億4,611万2,000円
（13.6％）【△23.0％】

●問い合わせ先●
役場企画財政課財政係

☎４８２‐２９１３（課直通）

替
え
の
た
め
に
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
予

算
全
体
の
49
・６
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税（
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
資
金
）は
34
億
４
千
万
円
と
、

前
年
度
よ
り
６
千
２
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
、最
終
的
に
交
付
額
が
確
定
す

る
の
は
７
月
の
予
定
で
す
。

　

町
の
借
金
と
い
え
る
町
債
は
７
億
９
千
５

４
７
万
２
千
円
と
、前
年
度
よ
り
１
億
２
千
64

万
８
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
完
了
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

貯
金
と
い
え
る
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し（
繰

入
金
）は
６
千
６
５
６
万
５
千
円
を
計
上
し
て

お
り
、戸
籍
電
子
化
導
入
事
業
な
ど
の
各
事
務

事
業
に
充
当
す
る
予
定
で
す
。政
局
不
安
に
よ

る
不
透
明
な
地
方
交
付
税
や
、一
時
期
よ
り
は

増
加
し
た
も
の
の
依
然
と
し
て
少
な
い
基
金

残
高
な
ど
、町
財
政
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、予
算
の
使
い
道
で
あ

る
歳
出（
グ
ラ
フ
②
）に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

構
成
比
率
が
最
も
高
い
の
は
、各
種
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
や
福
祉
施
設
の
維
持
管
理
、子
育

て
に
関
す
る
費
用
を
支
出
す
る
民
生
費
で
す
。

13
億
６
千
４
３
１
万
４
千
円
で
全
体
の
19
・
７

％
を
占
め
て
お
り
、前
年
度
よ
り
１
千
６
１
４

万
２
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
が
、町
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債

費
10
億
８
千
９
３
８
万
９
千
円
で
す
。道
路
や

施
設
な
ど
の
整
備
を
行
う
費
用
で
あ
る
土
木

費
は
９
億
４
千
６
１
１
万
２
千
円
で
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
の
完
了
な
ど
に
伴
い
、

前
年
度
と
比
べ
て
２
億
８
千
２
１
２
万
８
千

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。続
い
て
、給
与
費
、

衛
生
費
、教
育
費
、農
林
水
産
業
費
、消
防
費
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
に
お
い
て
も
一
般
財

源
の
不
足
か
ら
昨
年
度
と
同
様
に
徹
底
し
た

見
直
し
を
行
い
、旅
費
・
消
耗
品
費
・
光
熱
水
費

な
ど
の
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

歳さ

い

出
し
ゅ
つ

　

特
別
会
計
・
企
業
会
計（
表

③
）で
は
、介
護
保
険
、後
期
高

齢
者
医
療
の
特
別
会
計
が
保

険
給
付
費
や
広
域
連
合
納
付
金
で
の
増
額
、水

道
事
業
会
計
が
老
朽
管
・
石
綿
管
の
改
修
に
よ

る
増
額
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
弟
子
屈

市
街
地
の
下
水
道
の
管
整
備
が
完
成
に
近
づ

い
て
い
る
た
め
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

平　成

24年度

特 

別

会 
計

国民健康保険
介　護　保　険
後期高齢者医療

水道事業（企業）

1,141,809
726,491
94,385

286,284
合　　計 2,660,417

△  9,559

29,969

7,407
12,472

△ 14,212

△ 0.8
1.7

△ 0.5
11.7

8.5
温　泉　事　業 55,978 △    353 △ 0.6
下 水 道 事 業 355,470 △ 54,148 △13.2

会　計　名 予算額 増減額 増減率（％）

特　
　
　

別
企
業

※増減額と増減率は前年度予算額との比較です。

特別・企業会計予算（表③）（単位：千円）
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■雪氷冷熱利活用施設整備事業
5,470万円

今年度の

主な仕事

■放射能簡易測定器使用料
60万円

■地域公共交通活性化事業
1,732万8,000円

休止中だった弟子屈温泉プールを
改修し、プール層に雪を貯め、新築
した学校給食センターの冷房熱源
として活用します。25年５月ころ
稼働見込みです。
【財源内訳】
　地方債　　　　　　 2,260万円
　諸収入　　　　　　 2,260万円
　一般財源（町の負担）　　  950万円

■農業振興一般（地域特産品開発事業）
280万1,000円

平成21年から試験栽培してきたブ
ドウの苗木（品種・山幸）の生育にめ
どがつき、新年度から本格的に町民
農園と希望する農家で栽培を行い
ます。３年後、数量が収穫できた場
合は、池田町で加工し特産品のワイ
ンにする予定です。（苗木200本で
500ℓ・ワインボトルで700本分）
【財源内訳】
　道支出金　　　  280万1,000円

■畜産酪農振興（生乳生産基盤強化対策事業）
400万円

■まちづくり整備事業
２億471万9,000円

夏は７月中旬から10月中旬までの
約３カ月間、冬は１月中旬から２
月中旬までの１カ月間、弟子屈２
daysえこパスポート事業として
摩周湖バス、屈斜路バスの運行を
実施します。
【財源内訳】
　道支出金　　　　392万8,000円
　地方債　　　　　　 1,340万円

国土交通省の社会資本整備総合交付金を活
用して、弟子屈市街地の防災拠点や憩いの
広場などの整備を行います。

▼防災備蓄倉庫耐震改修設計業務
269万5,000円

（旧給食センター施設の活用）

▼工事請負費　　　　　　　　　　２億円
　　弟子屈中学校外構整備工事
　　摩周観光交流館外構整備工事ほか
【財源内訳】
　国庫支出金　　　　　　　　 6,800万円
　地方債　　　　　　　　 １億3,400万円
　商工観光整備基金　　　　　　 200万円
　一般財源（町の負担）　　　　71万9,000円

生乳生産を支援して安定的な経営を
図るため、初妊牛などの牛を導入す
る農家に対し、単年度事業で摩周湖
農協と町が共同で補助を行います。

▼助成内容と見込頭数
　初妊牛／５万円×76頭
　経産牛／３万円×140頭

▼町負担400万円・ＪＡ負担400万円
【財源内訳】
　地方債　　　　　　   400万円

■語学指導助手招致事業
1,099万1,000円

■花いっぱい運動推進事業
710万円

花の苗の無料配布、摩周温泉道の
駅周辺や摩周湖への国道沿いを重
点に花をプランターなどに植え、観
光客を迎え入れます。
【財源内訳】
　環境基金　　　　　　 300万円
　一般財源（町の負担）　　　410万円

子どもたちの英語教育をはじめと
して国際化に対応する人材育成を
図るため、これまで１人体制だっ
た外国語指導助手（ＡＬＴ）を１人増
員して２人体制とします。
【財源内訳】
　諸収入　　　　　 81万5,000円
一般財源　　　　1,017万6,000円

安全な給食を提供するため、学校給食
センターに放射能簡易測定器を導入
し、汚染が懸念される食材の測定を行
います。導入方法はリースで、同センタ
ーに１台配置。保育園、老人ホーム倖和
園でも同機器を活用して使用食材を測
定します。測定対象とする食材や安全
基準値などのガイドラインについて
は、機器導入までに国が示す基準など
を参考にして決定します。
【財源内訳】
　一般財源（町の負担）　　　　　60万円

　

平
成
24
年
３
月
31
日
か
ら
、
町
内
の
朝

日
３
丁
目
、
鈴
蘭
５
丁
目
の
各
一
部
地
域

で
、
新
た
に
公
共
下
水
道
の
使
用
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

�

１
年
以
内
に
、台
所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
を

下
水
道
に
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

３
年
以
内
に
、く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
水
洗

ト
イ
レ
に
改
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

直
接
、
指
定
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
店
は
調
査
、
設
計
見
積
も
り
を
行
い
、
役

場
に
提
出
す
る
書
類
を
作
成
し
ま
す
。

弟子屈町排水設備工事指定店（平成24年３月末現在）

㈲鎌田水道工務店
㈱協和建設

鋼管建設工業㈱
㈱近藤建設
㈱佐藤建設工業
㈱大栄電業
㈲畑中産業
㈲服部水道工務店
㈱ホクセイ
辻谷建設㈱
明盛建設㈱

川端金物㈱
協和建設工業㈱
後藤工務店㈲
㈱竹崎工業
㈲細谷設備
㈱ホームクリニックオオサキ
㈲釧路設備工業

㈱熊谷工務店

高栄３‐１‐６
高栄１‐２‐２

美里４‐１‐20
鈴蘭２‐１‐11
高栄２‐９‐12
泉４‐10‐３
美里２‐９‐３
摩周１‐２‐１
泉５‐４‐１
湯の島２‐６‐15
桜丘３‐１‐６

厚岸町宮園１‐200

釧路市愛国西１‐10‐８
釧路市若松町16‐16
中標津町計根別本通東５‐５
別海町西春別駅前錦町200
釧路町若葉５‐26
別海町別海旭町131

高栄４‐４‐28

指定店名 住　　　所 電話番号
482‐2140

482‐1477
482‐2177
482‐3642
482‐1066
482‐3352
482‐2677
482‐2357
482‐1060
482‐4217
482‐1941
482‐2369

01533625

01543178
01540039
01532626
01532144
01542325
01532240

公　共
下水道

町　

内

町　

外

※�

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、指
定
店
で
な
け

れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。指
定
店
は
左
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

町
で
は
、改
造
工
事
に
係
る
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
利
子
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る「
融
資
制

度
」と
、自
己
資
金
で
改
造
工
事
を
行
う
方
に
補

助
す
る「
補
助
制
度
」が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
土
地
に
対
し
て
か
か
る
お
金
で
、１

平
方
㍍
あ
た
り
３
６
０
円
で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
の

関
係
図
面
の
縦
覧
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼�

期
間
／
４
月
２
日
㈪
〜
４
月
16
日
㈪

▼
場
所
／
役
場
水
道
課

※��

平
成
24
年
度
受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な

る
土
地
所
有
者
の
方
に
は
、５
月
中
旬
を
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㈲丸高産業 別原野43線西36‐４ 482‐4129

　　下水道の工事は、町の許可を受けた指定店でなければ行うことができません。
　　工事に関する相談や申し込みは、上記の指定店にお願いしてください。

　下水道は、各家庭や工場などから排出された汚れた
水をきれいにしてから川に流すことで、清潔な暮らし
や地球環境を守るという大切な役割を担っています。
　公共下水道が使用できる地域にお住まいで、まだ未
接続のご家庭や事業所の方は、早めに下水道へ接続し
ていただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。

■子育て医療費支援事業
504万3,000円

小学生の通院費に係る個人負担３
割のうち、２割を町が助成して個
人負担を１割相当とします。２割
相当はポイント換算され、商品券
に交換して町内の商店などで買い
物ができます。６～８月ころの実
施を予定しています。
【財源内訳】
　地方債　　　　　　　 500万円
　一般財源（町の負担） 　4万3,000円
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